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平
成
29
年
度
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
関
す
る

基
本
計
画
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

　
国
有
林
野
事
業
で
は
、
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
国
民
の
皆
様
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
「
国
有
林
野
の
管
理

経
営
に
関
す
る
基
本
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
に
基
づ
く
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
国
民
の
皆
様
に
身
近
な
国
有
林
野
の
取

組
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
平
成
29
年
度
の
実
施
状
況
を
公
表
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し

ま
す
。
ま
た
、
国
有
林
野
事
業
は
平
成
29
年
度
で
一
般
会
計
化
か
ら
５
年
目
を
迎
え
た

こ
と
か
ら
、
節
目
と
し
て
こ
れ
ま
で
の
推
移
の
グ
ラ
フ
等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

公
益
重
視
の

管
理
経
営
の
一
層
の
推
進

重
視
す
べ
き
機
能
に
応
じ
た

管
理
経
営
の
推
進

　

日
本
の
国
土
の
約
２
割
、森
林
面
積
の
約
３

割
を
占
め
る
国
有
林
野
は
、そ
の
多
く
が
奥
地

脊せ
き
り
ょ
う梁
山
地
や
水
源
地
域
に
分
布
し
、国
土
保

全
や
水
源
涵か
ん
よ
う養
等
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
【
図
１
】。

　

国
有
林
野
事
業
で
は
、
公
益
重
視
の
管
理

経
営
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
国
有
林

野
を
重
視
す
べ
き
機
能
に
応
じ
て
５
つ
の
タ

イ
プ
に
区
分
し
、
森
林
施
業
等
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
山
地
災
害
防
止
タ
イ
プ
」
で

は
、
土
砂
崩
れ
、
土
砂
の
流
出
等
の
山
地
災

害
等
を
防
ぐ
た
め
、
間
伐
等
の
施
業
に
よ
り

下
層
植
生
の
発
達
等
を
促
し
て
い
ま
す
。「
自

然
維
持
タ
イ
プ
」
で
は
、
特
に
原
生
的
な

森
林
生
態
系
や
希
少
な
生
物
が
生
育
・
生
息

し
、
厳
格
な
保
護
・
管
理
が
必
要
な
森
林
を

保
護
林
と
し
て
設
定
す
る
な
ど
、
森
林
生
態

系
の
保
全
等
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、「
水
源
涵
養
タ
イ
プ
」
で
は
、
渇
水
や

洪
水
の
緩
和
等
を
目
的
と
し
て
、
長
伐
期
施

業
や
育
成
複
層
林
、
針
広
混
交
林
等
へ
導
く

た
め
の
施
業
を
行
っ
て
い
ま
す
【
写
真
１
】。

　

あ
わ
せ
て
、こ
れ
ら
の
区
分
に
応
じ
た
適
切

な
森
林
整
備
の
結
果
と
し
て
得
ら
れ
る
木
材

を
計
画
的
に
供
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、木
材
等

生
産
機
能
を
安
定
的
に
発
揮
し
て
い
ま
す
。

路
網
の
整
備

　

森
林
の
適
切
な
整
備
・
保
全
、
林
産
物
の

供
給
等
を
効
率
的
に
行
う
た
め
、
林
道
や
森

林
作
業
道
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
た
路
網
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

路
網
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
地
形
に
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沿
っ
た
線
形
と
し
、
現
地
で
発
生
す
る
木
材

や
土
石
を
活
用
す
る
な
ど
コ
ス
ト
の
縮
減
等

に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
う
し
た
取
組

に
つ
い
て
、
現
地
検
討
会
等
に
よ
り
、
民
有

林
へ
の
普
及
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
有
林
野
と
民
有
林
野
が
近
接

す
る
地
域
で
は
、
両
者
が
一
体
と
な
っ
た
計

画
的
か
つ
効
果
的
な
路
網
の
整
備
に
努
め
て

い
ま
す
。

治
山
事
業
の
実
施

　

安
全
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し
を
確
保
す
る

た
め
、
治
山
事
業
に
よ
る
荒
廃
地
の
整
備
や

大
規
模
災
害
か
ら
の
復
旧
、
保
安
林
の
機
能

の
維
持
・
向
上
に
向
け
た
森
林
整
備
等
を
計

画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
に
つ
い

て
、
九
州
森
林
管
理
局
で
は
、
国
有
林
野

及
び
民
有
林
野
の
被
害
状
況
を
早
期
に
把
握

す
る
た
め
、
福
岡
県
と
連
携
し
て
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
よ
る
被
害
状
況
調
査
を
行
う
と
と
も

に
、
民
有
林
に
お
い
て
直
轄
治
山
災
害
関
連

緊
急
事
業
を
行
う
等
早
期
復
旧
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
【
写
真
２
】。

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

　

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素

の
吸
収
・
貯
蔵
を
進
め
る
た
め
、
間
伐
等
の

森
林
整
備
や
治
山
施
設
等
に
お
け
る
木
材
利

用
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
約
11
万
ha
の
間
伐
を
実
施

し
、
林
道
事
業
及
び
治
山
事
業
に
お
い
て
木

材
・
木
製
品
を
約
５
万
㎥
使
用
し
ま
し
た
【
写

真
３
】。

生
物
多
様
性
の
保
全

　

国
有
林
野
は
、
全
国
各
地
に
所
在
し
、
多

様
な
植
生
を
有
す
る
な
ど
、
我
が
国
全
体
の

生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
根
幹
と
し
て
、
生

物
多
様
性
の
保
全
を
図
る
上
で
極
め
て
重
要

な
位
置
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、「
保
護
林
」や「
緑
の
回
廊
」を
設

定
し
、モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
た
保
全
・
管
理
と
柔
軟
な
見
直
し
等
を
推

進
し
て
い
る
ほ
か
、渓
流
等
と
一
体
と
な
っ

た
森
林
の
連
続
性
の
確
保
に
よ
る
森
林
生
態

系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
努
め
、こ
れ
ら

を
通
じ
て
、生
物
多
様
性
の
保
全
と
持
続
可

能
な
利
用
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
度
ま
で
に
保
護
林
区
分

の
再
編
を
行
い
、
今
後
は
す
べ
て
の
保
護

林
に
つ
い
て
、
簡
素
で
効
率
的
な
管
理
体
制

の
下
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
行
い
な
が
ら
、

厳
格
な
保
護
・
管
理
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
ま
す
【
図
２
】。

　

九
州
森
林
管
理
局
で
は
、
平
成
28
年
に
米

軍
か
ら
沖
縄
本
島
北
部
の
約
４
千
ha
の
土
地

が
返
還
さ
れ
、
地
元
市
町
村
等
と
検
討
を
行

い
、
新
た
に
「
や
ん
ば
る
森
林
生
態
系
保
護

地
域
」
を
設
定
し
ま
し
た
。
今
後
は
原
則
と

し
て
人
為
を
加
え
ず
に
自
然
の
推
移
に
委
ね

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
【
写
真
４
】。

森
林
・
林
業
の

再
生
に
向
け
た
貢
献

　

我
が
国
の
森
林
・
林
業
の
再
生
に
貢
献
す

る
た
め
、
民
有
林
関
係
者
等
と
の
連
携
を
図

り
つ
つ
、
国
有
林
の
組
織
・
技
術
力
・
資
源

を
活
用
し
、
民
有
林
経
営
へ
の
支
援
等
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
取
組
を
行
い

ま
し
た
。

・
コ
ン
テ
ナ
苗
の
活
用
や
、
伐
採
か
ら
造
林

ま
で
を
一
体
的
に
行
う
「
一
貫
作
業
シ
ス

テ
ム
」
な
ど
、
低
コ
ス
ト
で
効
率
的
な
作

業
シ
ス
テ
ム
の
実
証
や
民
有
林
へ
の
普
及

を
推
進
し
ま
し
た
【
図
３
】。
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成林した針広混交林の様子
（中部森林管理局）

木材を利用した治山ダムを施工し
ている様子（北海道森林管理局）

上空から見た豪雨による被災状況
（九州森林管理局）

保護林の設定状況

現地での職員の対
応の様子
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・
林
業
事
業
体
の
創
意
工
夫
を
促
進
し
、
施

業
提
案
や
集
約
化
の
能
力
向
上
等
を
支
援

す
る
た
め
、
総
合
評
価
落
札
方
式
や
複
数

年
契
約
等
の
活
用
に
取
り
組
む
ほ
か
、
都

道
府
県
等
と
連
携
し
た
森
林
整
備
や
素
材

生
産
の
発
注
情
報
の
公
開
を
試
行
す
る
な

ど
、
情
報
発
信
の
取
組
を
推
進
し
ま
し
た
。

・
森
林
管
理
署
と
民
有
林
所
有
者
等
が
協
定

を
締
結
し
、
双
方
が
連
携
し
て
森
林
施
業

を
進
め
る
「
森
林
共
同
施
業
団
地
」
を
設

定
し
、
国
有
林
野
と
民
有
林
野
を
接
続
す

る
効
率
的
な
路
網
の
整
備
や
、
木
材
の
協

調
出
荷
等
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

・
専
門
的
か
つ
高
度
な
知
識
・
技
術
と
現
場

経
験
を
持
ち
、
地
域
に
お
い
て
指
導
的
な

役
割
を
果
た
す
森
林
総
合
監
理
士
（
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
）
等
の
育
成
に
取
り
組
み
、
地

域
の
林
業
関
係
者
の
連
携
促
進
や
「
市
町

村
森
林
整
備
計
画
」
の
作
成
と
そ
の
達
成

に
向
け
た
支
援
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
産
学
官
連
携
の
下
、
民
有
林
経
営
へ
の
普

及
を
念
頭
に
置
い
た
林
業
の
低
コ
ス
ト
化

等
に
向
け
た
技
術
開
発
や
、
実
用
段
階
に

到
達
し
た
先
駆
的
な
技
術
や
手
法
に
つ
い

て
事
業
レ
ベ
ル
で
の
試
行
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
四
国
森
林
管
理
局
で
は
、
保
育

作
業
に
係
る
労
働
者
の
負
担
軽
減
と
安
全
確

保
、
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
る
観
点
か
ら
、
10

月
以
降
に
下
刈
を
行
う
冬
期
下
刈
の
試
験
区

を
設
定
し
て
い
ま
す
。
調
査
の
結
果
、
冬
期

下
刈
が
有
効
で
あ
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て

お
り
、
今
後
も
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
得

ら
れ
た
成
果
に
つ
い
て
は
、
民
有
林
の
関
係

者
へ
情
報
提
供
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
【
写
真
５
】。

国
民
の
森も

林り

と
し
て
の
管
理
経
営

　

学
校
等
と
森
林
管
理
署
等
が
協
定
を
結

び
、
様
々
な
自
然
体
験
や
自
然
学
習
を
進
め

る
「
遊ゆ
う
ゆ
う々

の
森
」
の
設
定
・
活
用
な
ど
、
森

林
環
境
教
育
に
係
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
整
備
や

フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
供
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
【
写
真
６
】。

　

ま
た
、
自
ら
森も

り林
づ
く
り
を
行
い
た
い
と

い
う
国
民
の
要
望
に
応
え
る
た
め
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
等
と
森
林
管
理
署
等
が
協
定
を

結
び
、
国
有
林
野
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
森

林
づ
く
り
を
進
め
る
「
ふ
れ
あ
い
の
森
」
等

を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
技
術
指
導
等
の
支

援
を
行
い
、
国
民
参
加
の
森も

り林
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
【
図
４
】。

国
有
林
野
の
維
持
及
び
保
存

　

来
訪
者
の
集
中
に
よ
る
植
生
の
荒
廃
等
が

懸
念
さ
れ
る
世
界
自
然
遺
産
地
域
や
日
本
百

名
山
等
の
森
林
で
の
巡
視
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

松
く
い
虫
被
害
や
ナ
ラ
枯
れ
等
の
森
林
病

虫
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
地
方
公
共
団
体

や
住
民
等
と
連
携
し
つ
つ
、
伐
倒
駆
除
等
の

被
害
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、シ
カ
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、

地
域
の
関
係
行
政
機
関
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
連
携

し
、生
息
状
況
調
査
や
個
体
群
管
理
、防
護
柵

設
置
等
の
被
害
防
止
対
策
や
ジ
ビ
エ
利
用
に

向
け
た
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
【
図
５
】。

国
有
林
野
の
林
産
物
の
供
給

　

重
視
す
べ
き
機
能
に
応
じ
た
森
林
整
備
の

結
果
得
ら
れ
る
木
材
の
持
続
的
・
計
画
的
な

供
給
に
努
め
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
こ
れ
ま

で
未
利
用
で
あ
っ
た
小
径
材
等
に
つ
い
て
も
、

安
定
供
給
を
通
じ
た
新
た
な
需
要
の
開
拓
に

取
り
組
み
、
平
成
29
年
度
の
国
有
林
材
供
給

量
は
４
４
０
万
㎥
（
丸
太
換
算
）
と
な
っ
て

い
ま
す
【
図
６
】。
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写真 4

写真 6

やんばる森林生態系保護地域の様子
（九州森林管理局）

ネイチャーゲームを行っている様子
（中部森林管理局）

冬期下刈区の植栽から10年後の様子（夏期
下刈区との植栽木の成長差はほとんど見ら
れない）（四国森林管理局）

国有林野における伐採と造林の一貫作業
の実施状況
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ま
た
、
国
産
材
の
需
要
拡
大
や
加
工
・
流

通
の
合
理
化
等
に
取
り
組
む
合
板
工
場
や
製

材
工
場
等
と
協
定
を
締
結
し
、
国
有
林
材
を

安
定
的
に
供
給
す
る
「
シ
ス
テ
ム
販
売
」
等

を
推
進
し
、
国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
の
構

築
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

国
有
林
野
の
活
用

　

優
れ
た
景
観
を
有
し
、
森
林
浴
や
自
然
観

察
、
野
外
ス
ポ
ー
ツ
等
に
適
し
た
国
有
林
野

を
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
」
に
設
定
し
、

魅
力
あ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
と
な
る
よ
う
、
地
域

と
連
携
し
た
情
報
発
信
等
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
【
図
７
】。

　

平
成
29
年
度
は
各
地
の
森
林
資
源
の
特
性

を
活
か
し
、
関
係
自
治
体
等
が
新
た
な
観
光

事
業
を
展
開
で
き
る
よ
う
マ
ッ
チ
ン
グ
・
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
農
山
村
地
域
で
観
光

客
を
受
け
入
れ
る
自
治
体
等
の
関
係
者
約

３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

国
有
林
野
と
民
有
林
野
の

一
体
的
な
整
備
及
び
保
全

　

国
有
林
野
に
隣
接
・
介
在
し
、国
有
林
野
の

公
益
的
機
能
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の

あ
る
民
有
林
野
に
お
い
て
、「
公
益
的
機
能
維

持
増
進
協
定
」を
活
用
し
、間
伐
や
外
来
樹
種

の
駆
除
を
一
体
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
末
ま
で
に
、
15
の
地
域
に
お

い
て
森
林
所
有
者
等
と
協
定
を
締
結
し
、
そ

の
整
備
・
保
全
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

国
有
林
野
の
事
業
運
営

　

伐
採
、
植
栽
及
び
保
育
に
つ
い
て
は
基
本

的
に
民
間
事
業
者
に
委
託
す
る
と
と
も
に
、

情
報
シ
ス
テ
ム
の
活
用
等
に
取
り
組
み
、
効

率
的
な
管
理
経
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、適
切
な
森
林
整
備
を
通
じ
た
収
穫
量

の
確
保
や
コ
ス
ト
縮
減
等
に
よ
る
計
画
的
か

つ
効
率
的
な
事
業
実
行
に
努
め
、平
成
29
年
度

は
１
４
９
億
円
の
債
務
返
済
を
行
い
、累
積
返

済
額
は
５
６
９
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
国
有
林
野
の
管
理
経
営

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向

け
、
地
域
に
密
着
し
た
国
の
出
先
機
関
と
し

て
、
地
域
の
期
待
に
応
え
た
取
組
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

被
災
し
た
海
岸
防
災
林
に
つ
い
て
は
、
生

物
多
様
性
の
保
全
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
平
成

29
年
度
末
ま
で
に
、
国
有
林
野
と
県
か
ら
復

旧
要
請
の
あ
っ
た
民
有
林
野
を
合
わ
せ
た
約

59
㎞
の
復
旧
に
着
手
し
、
植
栽
に
つ
い
て
は
、

企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
協
力
も
得
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た
地
域
に

お
い
て
は
、
地
元
市
町
村
か
ら
事
業
再
開
に

つ
い
て
強
い
要
望
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
震
災

発
生
以
降
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
木
材
生
産

事
業
等
を
平
成
29
年
秋
に
再
開
し
ま
し
た
。

（か所） （ha）

26,000

27,000

28,000

29,000

30,000

510

520

530

540

550

560

H25 H26 H27 H28 H29

531 545 548 556 550

27,39927,399
27,68027,680

27,99627,996
28,49528,495

29,391
協定数 協定面積

0

4,000

8,000

12,000

16,000

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

（頭）

836
2,576

8,433

12,873
11,230

15,245

11,830
11,329

国有林野における
シカ捕獲頭数

H24 H25 H26 H27 H28 H29
313 359 355 409 413 440
15 17 15 16 15 15

2,032 2,174
2,492 2,714

2,953
2,365

0

20

40

60

80

100

0

1,000

3,000

2,000

4,000

国有林材供給量 国産材供給量 国有林材割合
（万ｍ3） （％）

0

200

400

600

800

1,000

1,200

H24 H25 H26 H27 H28 H29
0
20
40
60
80
100
120
140
160

117
127 124

110
122

140

1,083 1,080 1,075 1,055 983 881

（か所） （百万人）箇所数 利用者数

図 4

図 5

図 6

図 7

国民参加の森林づくり協定数及び協定面積

国有林野におけるシカ捕獲頭数

国産材供給量に占める国有林材（丸太換算）の割合

レクリエーションの森の現況及び利用者数
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